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年次活動実績報告

研究活動報告  （設置申請書, 継続申請書の研究活動計画と対比するように記載してください。）

　2019年度はニッセイ財団学際的総合研究助成「南海トラフ巨大地震による津波を想定した生態系減災(Eco-DRR)手法

の開発」が最終年度となった。高知県と徳島県が主な研究対象地であるが、現地調査や自治体との連携など、研究成果

の実装にも注力した。2020年1月25日に成果を公表する最終ワークショップを日吉キャンパスにおいて開催した。2020
年度中に図書の出版も予定しており、今年度にはほぼ草稿が集約できたところである。

　総合地球環境学研究所のプロジェクト「人口減少時代における気候変動適応としての生態系を活用した防災減災

（Eco-DRR）の評価と社会実装」では、ラボとして研究委託を受けるとともに、ラボの代表である一ノ瀬がグループ

リーダを務めた。このプロジェクトは今年度が5年計画の2年目であった。

　2019年度から新たに環境省の環境研究総合推進費（戦略的研究開発）「阿蘇をモデル地域とした地域循環共生圏の構

築と創造的復興に関する研究」を開始した。本ラボでは、テーマ3の「自然資本と社会関係資本に着目した地域循環共

生圏の重層性構築に関する研究」の統括を行うとともに、そのサブテーマ1「阿蘇地域における地域のレジリエンスを

高める地域循環共生圏の重層性構築」を担当している。2018年の第五次環境基本計画において新たな考え方として示さ

れた「地域循環共生圏」をあり方を明らかにするのが最終目標である。2019年度は熊本県、主に阿蘇地域における現地

調査と、阿蘇地域の生態系サービスに係わるWebアンケート、阿蘇地域の土地利用変遷シミュレーションなどを実施し

た。

　科研費基盤研究A「河川護岸の開削による震災湿地の水交換操作実験と物質循環・汽水生態系の応答解析」は2年目を

迎えた。引き続き津波被災地の生物相モニタリングを行うとともに、猛禽類を対象としたDNAバーコーディングによる

食性解析を実施した。舞根地区で営巣するミサゴは6月に主にブリを餌としていたことが分かった。

　その他、NPO法人自然塾丹沢ドン会からの委託研究である秦野市名古木の保全再生活動のフィールドとその周辺の自

然調査が最終年度を迎えた。3年間の研究を報告書としてまとめるとともに、里山の自然環境を維持管理する方策を提

案した。最終報告書は2020年5月末日に提出予定である。



研究成果（学術論文、著作物、メディア露出等）
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